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腰 背 痛 ご 沢 田 反 応
岡山大学浪泉研究所内科 (指導大島教授)
外 因
緒 言
農村には腰背部の痛み,或は倦怠感を訴え
る患者が都会に較べて多く,俗に所謂仙気と
林して鳥取県では殊に灸点療法が行われてい
る.比等の患者の大部分を占める農夫達の生
活環境に於て,食生活では含水炭素性食品の
過食,不完全なる副食物の練収,又過重なる
労働等に基 くビタミンB1映乏が歴 々腰背 痛
の原因の一つとして挙げられておD,かつ叉
冒,十二指腸,胆嚢等の消化器疾患,或は姻
良,鈎虫症等の寄生虫病患者に於ても屡 々腰
背痛を伴うことが経験されるので,果してビ
タミンL'1決乏と農村人の之等の腰 背痛 との
間に有意な関係があるや否かを調査する目的
で,浮田教授の提唱する尿検査による抑気並
に潜在性榊気の診断に用いられる揮n反応を
之等の患者に就いて検索した成績 を報 薯 す
る.
実験方法並に実験成績
被験者は昭和'25年 1月より昭和26年3月に
到る問の当研究所附属病院外来及入院患者計
167例で,之を腰背痛を有する者,隈背部の
倦怠感を訴える者,参考として腰背郵以外の
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部位,例えば鳳 四肢,胸部等の筋肉 に痛
み,或は倦怠感を訴える者,並に前三者以外
の全 く痛み,倦怠感のない患者,触般若等を
対照として分類し,四季'州こ分けて表示する
と第1表の如 くである･
実験日には毎回腰背痛,倦怠感等のある患
者となるべく同様の原疾患で之等の訴えのな
い患者を対照とするを原則とした･
之等の愚者を疾患別に大別すると,冒.十
二指腸,胆嚢疾患等の拍化器病患者50例,姻
虫鈎虫症等の寄生虫病5,i例,其他 の疾 患 々
者,健康者等T3例であるが,前二者に於て重
複せる場合もある･
持田反応は浮田教授等の言 う簡便 法 (一
時間法)に従って行った･浮田教授等による
と本反応はビタミンf31軌 乏 のある場合には
95%陽性になると述べ,共他肝疾患の場合に
も90/Ob'%性になると報告している･又本反応
陽性者に検査前にビタミンlilかmgを静脈 注
射して陰性化する場合に始めて榊気患者と診
断出来るが.陰性化しない場合には前述せる
如 く肝扶息のある場合,或は副交感紳経興奮
状態にある場合等があるので,鑑別を要する
と報告 している･
'L･';地氏は石英酸加塩化窮二鉄の紫色脱色能
が果膳負荷前后で異 り,揮円反応が陽性に出
た湖東でも宮地の反応は陰性であるが,肝疾
患では85%陽性になると発表し肝機能の-検
査法となると述べている.
そこで将門反応を施行した同じ尿に就て,
先づ全症例にて宮地の反応を併行して検査し
外 囲 正 純:腰背痛 と沢田反応
た成績よD両者の関係を観察すると第2表に
示す如 くなD,Ⅹ2テストを行うとⅩ2-14.73
となり1%以下の危険率にて有意の関係があ
ることを認めた.
従って浮田
反応陽性者の
中で,富地の
反応も陽性な
る場合には,
肝機能韓碍の
為に滞円反応が陽性となる場合が含まれると
考えられる.宮地の反応陽性者を含 めた場
令,即ち浮田反応陽性者と腰弓削最 倦怠感共
他との関係を調べるも,何れも有意な関係は
認めえなかったので,本実験に於ては宮地の
反応陽性者並に明白なる肝疾患々者等を除い
た残 りの症例に就て,浮田反応と腰背痛並に
其他の関係を検討し,更に一部患者にてはビ
タミンB1注射后に浮田反応を冥施し,本反応
が陰性化する者のみに限って,腰背痛,倦怠
感との関係を散票した･
浮田反応と季節の関係をみるために,3-
tRj月を春,6-8月を夏,9-11月を秋.12,
1,2月を冬として表に示すと第8表の如し･
一般に夏はビタミンB欽乏に陥E)易いと考
えられるのであるが,検定を行うとⅩ2<1に
て有意な関係は認められなかった･則ち本実
験状件 下に於てほどの季節に特に浮田反応が
出易いかと云う事は言えなかった･
腰背痛と 第 8 表
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背痛のある患者の中,浮田反応 陽 性16例,
陰性11例,腰背痛 第 4 表
のない対照では陽 LfR.EBI讐計
性12例,陰性26例
で,Ⅹ?テストを行
うとXf2-2.31と
なり危険率0.05で
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有意な関係は認められなかった･
腰背痛に類似し,之とよく伴う腰背部の倦
怠感のある者と津田反応との関係は第5表に
示す如 くであ 第 5 表
る.即ち腰背 l讐㌍
部倦怠感のあ
る者 26例中,
浮田反応陽性
者 は11例 に
? ? ? ???? ???? ? 】?
て,之と対照とに就て検定を行 うと,Ⅹ3<1
にてやはり有意でなかった.
以上の絹者を合せた場合即ち腰 背 部 の痛
み,倦怠感のある者に裁ての浮田反応との関
係も勿論,検定を行 うも有意の結果は得られ
なかった.
之等浮田反応陽性者の中には,責のビタミ
ンB1さ決乏症以外の因子に依るものが含まれて
いる事も想像されるので,斯る浮田反応陽性
者の一部に就て,前述せる如 く検査前にビタ
ミンB1を:注射して浮田反応を行七､,本反応が
陰性化する者のみを改めて,異のビタミンP,1
紋乏ありとし,之と腰背痛並に腰背部倦怠感
等の有無との関係 第6表 Bl沢田反応実施例
を検討すると第6
表の如し.
即ち腰背痛並に
腰背部倦怠感を有
する者14例中8例 計巨o巨8-28
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は本反応陽性なるも,この症状のない者14例
の中では2例のみ陽性であっ た.例数 が 少
いが之を検定するとp-().016にて有意であ
る.
胃,十二指腸疾患 者々に腰背痛,同倦怠感
を訴える患者が多いので,之と津田反応との
関係をみると第 7表の如 くである･
即ち本疾 第7表 胃十二指腹疾患 に於け
る腰背痛並に腰 背部･fS
息 者々で腰 怠感と沢田反応
背痛,脚 LIBi.田｢聖 F計
部倦怠感を 腰背痛 +
訴える者25
例の申,浮
田反応陽性
倦怠感-
者は14例なるも,之等の症状のない者は例の
中で陽性者は4例であった･
検定を行 うとⅩ 2<1にて有意な関係は認 め
られなかった.即ちこの疾患に於 け る陣背
痛,同部倦怠感はビタミンB1紋乏以外の原因
に依るものと考えられる.
鈎虫症並に虫回虫症にて所謂関東様症状を呈
するものが農村にて多 くみられるが,例えば
腰背痛,同倦怠感,四肢主に下肢並に全身の
倦怠感等が訴えられる.之等の症状の有無と
浮田反応との関係は第8表に示す 如 くで あ
る.
即ち斯る
症状を有す
る者17例の
中で,津田
反応陽性者
は与例にて
第8表 寄生虫病患者に於け
る腰背痛,同部倦怠感,下
阪全身の倦怠感と沢田反応
-," .- /
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喜巾 ｢不 言
意外に少 く,検定を行うも有意な関係はなか
った･即ち鈎虫,駒虫症等に於ける所謂脚気
棟症状は必ずしも ビタミンB1紋 乏 に依るも
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のとは断定し難い結果を得た.
総 括 並 に 考 投
腰背痛の原因としては,急性,慢性を関わ
チ,内科の領域に属するもの以外 に整 形 外
料,婦人科,泌尿器科的のものがあE),之等
の成因,療法に関しては多数の報告がある･
鳥取県地方に於ては所謂仙束と称して,腰
背部に慢性の鈍痛を訴える患者 が 多 く,そ
の多 くは農村に於ける農耕従事者である･当
地方は気候学的に爾雪が多く,環境気温は殊
に冬期は寒冷湿潤である･
叉農村に於ては一般にまだ食生活の不合理
が多く,含水翼素性食品の過食,不合理な副
食物の横取叉過重なる労働等が ビタミンB1
の紋乏を起し易いと想像される･
胃,十二指腸,胆嚢疾患等の消化 器 系 疾
忠,或は鈎虫,蛎虫症の曜患率も多く,之等
の疾患に於ては腰背痛或は所謂洞泉横症状を
里する事が少くない･
そこで之等の ｢仙気｣を:訴える患者にて,
脚気の診断に用いられる揮円反応を調べた結
果,前述せる如く有意な関係は認められなか
った.即ち腰背痛とピタミ./Bl紋芝は必ずし
も直接関係あるとは言えない事が判った･併
し揮田反騰陽性者のみにつきBlを負荷して更
に検定すると,腰背痛のある患者ではBl妖乏
を同時に証明する場合が多いことが明かにな
った.
浮田反騰陽性の場合には,肝機能障時,副
交感神経元進状態等も関係すると云われてい
るので,責のビタミンB1紋乏と断定するには
頁に之等の因子を検討するを要すると考えら
れ る.
胃,十二指腸,阻襲疾患では胸椎 第Ⅴ～Ⅷ
に圧痛を証明するが,慢性状態にても腰背痛
醇 背 痛 と 沢 田 反 応
を伴うことが多い.本疾患に於ても沢田反騰
と有意な関係は認められす,従ってビタミン
B1妖･乏に由釆するものと断定することが 出
来ず,静力学的,放散性或は反射性の背膝部
の循環障碍等に由るものが考えられる.
鈎虫,蛸虫症に於ては所謂榊気様症状を訴
える場合が多いが,釣虫症にては之は必ずし
もビタミン131の炊乏に由るものでない と云
う報告もある.本実験にても沢田反膳と之等
の症状との闇に有意な関係は認められなかっ
た･
｢仙気｣の本態に関しては,当然のことな
がらビタミン731紋乏のみが主な原因でない
事が明になったが,未だ明らかでない点も多
く,その中で気候医学的要素も関与している
ものと想像され,更に検索を要すると思われ
る.
結 論
農村の所謂 ｢仙気｣と称する腰背部の疹痛
や倦怠感を訴える患者に ビタミンB1紋芝が
あるや否やを検討する為に,之等の症状を有
する者凪こ対照として之と関係のない患者を
件せて18･3名に浮田反麿 (簡便法)を実施 し
た.
沢田反鮭と同一尻にて肝疾患に陽性率の高
主 要
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い宮地氏の反騰を同時に行い,両反腰間に危
険率0.01で有意な関係が示されたので'沢田
反鷹陽性者の中で,甘地反艦陽性者虚に明白
なる肝疾患を除いた症例に就て沢田反応と腰
背痛並に同部倦怠感との関係を検定するも何
れも有意な関係が認め得なかった･沢田反応
陽性者に更に果糖負荷前に ピタミ-/Blを注
射して沢円反艦を再検査して,兵のビタミン
紋乏の有無を検討した一部の患者にては,之
等の症状と陽性反騰間に有意な関係が認めら
れた.即ち農村人の腰背部の鈍痛,倦怠感(節
謂仙気)はビタミンB1紋芝も関連 してい る
が,之と外の原因も関与しているものと思わ
れる･
軌 十二柏陽疾患に於ても腰背痛,同部倦
怠感を訴える患者が少くないが,比等の症状
と沢田反応との間にも有差な関係を認めるこ
とは出来なかった･
又所謂脚気横症状を呈する姻虫症,鈎虫症
に就て,之等の症状の有無と沢田反臆との関
係を検定したが,之も有意とは言えない結果
が出た.
本論丈の要削ま昭和25年10月22日'欝5回日本
内科学会中国四国地方会に於て口述した･
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BACKACHE AND SAWADA'S PYRUVIC ACID
REACTION IN THE URIN E
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(BALNEOLOG~CALLABORATORY, OKAYAMA UNIVERSITY)
In order to fitudy the relation between backache and BI - hypovitaminofiifi in japanefie
farmers Sawada'fi pyruvic acid rear.tion in urine was tefited in 185 patients of variable
difiorders including 68 cases without bar.kache.
Sawada'fi reaction proved to have a fiignificant correlation between Miyaji'fi tefit of liver
fllnction. So the clinically liver injured patients :md Miyaji positive case:; were exclllded from
Sawada pofiitive cases.
And the relation between the remaining Sawada positive car.cfi and backache Wafi put to
X2 test. Bllt no significant relation was proved between them.
Many cases of backache were observed among the patients with gastro-dllodenal diseases,
such a.~ reptic ulcer and cholecystopathy.
But no significant relation was proved between the positive SaIvada's reaction and the
compbint of backache in the patients.
Backache war. often seen among the patients with ar.cariasis or ankylostomiasis too. But no
significant relation was establifihed between the complaint and pmitive Sawada's reaction after
all.
